
近赤外線を用いた乾燥装置・加熱部分モノレール式汚泥（おでい）かき寄せ機

「近赤外線照射式温水器」をいちご農園に導入津波避難施設
（タスカルタワーＡ）

プレス部品乾燥装置（左）人工雨雲装置　（右）浸水・水圧体験装置
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業務
内容

プ
レ
ス
部
品
の
乾
燥
装
置
で
、

金
属
内
部
か
ら
す
ば
や
く
加
熱

　

近
赤
外
線
ハ
ロ
ゲ
ン
ヒ
ー
タ
ー
を
用
い
て
金
属

加
工
品
を
乾
燥
す
る
「
近
赤
外
線
直
接
照
射
式

乾
燥
装
置
」
の
設
計
・
製
作
・
販
売
を
手
が
け
る
。

主
な
顧
客
は
家
電
や
自
動
車
部
品
の
製
造
工
場
。

ル
ー
ム
エ
ア
コ
ン
の
熱
交
換
器
な
ど
に
多
く
使
わ

れ
る
。
安
井
重
樹
執
行
役
員
は
「
エ
ア
コ
ン
の
熱

交
換
器
が
乾
燥
不
足
だ
と
室
内
空
気
が
汚
染
さ
れ
、

利
用
者
の
体
調
不
良
に
つ
な
が
る
」
と
乾
燥
装
置

の
重
要
性
を
説
く
。

　

同
社
は
平
成
15
年
に
近
赤
外
線
を
活
用
し
た

乾
燥
装
置
の
製
造
に
着
手
、翌
年
に
販
売
開
始
し
た
。

近
赤
外
線
波
は
、
特
に
金
属
に
対
し
て
強
い
加
熱

反
応
が
あ
る
。
直
接
金
属
に
近
赤
外
線
を
照
射
す
る

こ
と
で
金
属
内
部
か
ら
発
熱
さ
せ
て
、
表
面
塗
装
部

や
、
部
品
の
水
洗
浄
後
の
乾
燥
を
実
行
す
る
。

強 み

近
赤
外
線
を
使
っ
た
乾
燥
装
置
の

開
発
に
い
ち
早
く
着
手

　

近
赤
外
線
ハ
ロ
ゲ
ン
ヒ
ー
タ
ー
を
他
社
に
先
駆

け
て
自
社
製
品
に
搭
載
し
、
製
品
化
し
た
。
製
品

自
体
が
発
熱
す
る
こ
と
で
、
金
属
加
工
品
な
ど
を

急
速
に
加
熱
し
、
乾
燥
で
き
る
こ
と
が
特
徴
だ
。

　

同
社
は
少
数
精
鋭
で
、
技
術
開
発
、
設
計
者
、

営
業
な
ど
そ
れ
ぞ
れ
の
業
務
に
特
化
し
た
高
い

ス
キ
ル
を
持
つ
人
材
を
有
す
る
。
金
属
加
工
業
務

を
経
験
し
た
技
術
者
が
技
術
開
発
に
力
を
注
ぎ
、

家
電
の
設
計
な
ど
を
経
験
し
た
技
術
者
が
制
御
・

構
造
設
計
を
担
当
。
ま
た
営
業
部
門
は
、
過
去
に

自
動
車
・
総
合
家
電
・
繊
維
業
界
を
担
当
し
た

商
社
マ
ン
が
活
躍
し
て
い
る
。
少
数
精
鋭
で
幅
広
い

市
場
の
開
拓
を
狙
っ
て
い
る
。

環境
保護

急
速
加
熱
で

省
エ
ネ
と
環
境
保
護
に
貢
献

　
「
ス
イ
ッ
チ
を
入
れ
て
４
分
―
５
分
で
炉
内
の
温

業務
内容

水
処
理
と

防
災
事
業
を
柱
に
成
長

　
「
命
を
守
る
」
を
テ
ー
マ
に
＂水
・
人
・
地
球＂
な
ど

の
課
題
に
取
り
組
む
同
社
の
主
力
事
業
は
水
環
境

事
業
で
、
上
下
水
道
施
設
の
水
処
理
機
械
を
設
計
、

製
造
、
販
売
す
る
。
沈
殿
池
に
発
生
し
た
ス
カ
ム

（
汚
物
）
を
排
出
す
る
「
フ
ジ
フ
ロ
ー
ト
自
動
ス
カ
ム

除
去
シ
ス
テ
ム
」
を
は
じ
め
、
そ
の
後
も
画
期
的
な

装
置
を
多
く
開
発
。
さ
ら
に
は
藤
原
充
弘
社
長
の

「
災
害
に
負
け
な
い
」
と
い
う
強
い
思
い
か
ら
、
人
を

守
る
た
め
の
防
災
事
業
へ
と
参
入
し
た
。

　

各
種
防
災
製
品
を
は
じ
め
、
大
地
震
に
よ
る
津
波

対
策
の
た
め
開
発
し
た
日
本
初
の
鉄
骨
式
津
波
避
難

タ
ワ
ー
の
ほ
か
、火
山
水
蒸
気
噴
火
対
策
な
ど
も
着
手
。

地
球
を
守
る
た
め
の
緑
化
事
業
に
も
挑
戦
し
て
い
る
。

強 み

水
処
理
製
品
は
シ
ン
プ
ル
構
造
で

メ
ン
テ
ナ
ン
ス
が
容
易

　

同
社
の
製
品
は
す
べ
て
独
自
開
発
し
た
も
の
。
最
初

に
製
品
化
し
た
「
フ
ジ
フ
ロ
ー
ト
自
動
ス
カ
ム
除
去

装
置
」
は
シ
ン
プ
ル
構
造
で
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
が
容
易
な

の
が
特
徴
だ
。
こ
の
シ
ン
プ
ル
志
向
が
そ
の
後
の
開
発

方
針
と
な
っ
た
。
同
装
置
は
平
成
26
年
に
北
米
最
大
級

の
下
水
処
理
場
に
納
入
。
さ
ら
に
同
国
で
別
の
案
件

も
出
て
き
た
ほ
か
、
米
国
や
東
南
ア
ジ
ア
な
ど
海
外

の
商
談
も
進
ん
で
い
る
。

　
「
モ
ノ
レ
ー
ル
式
汚お

泥で
い

か
き
寄
せ
機
」
は
沈
殿
池
の

池
底
に
１
本
の
レ
ー
ル
を
設
置
し
、
そ
の
上
を
数
枚

の
か
き
寄
せ
羽
根
を
取
り
付
け
た
車
上
機
が
往
復

す
る
シ
ン
プ
ル
な
仕
組
み
で
、
地
震
の
影
響
が
少
な
く

工
期
も
短
い
。
こ
れ
ら
の
特
徴
に
よ
り
、
同
社
の
礎
を

築
く
製
品
に
育
っ
た
。

　
防災
事業

津
波
避
難
タ
ワ
ー
で

命
を
守
る

　

同
社
が
開
発
し
た
日
本
初
の
鉄
骨
式
津
波
避
難

タ
ワ
ー
「
タ
ス
カ
ル
タ
ワ
ー
」
は
、
京
都
大
学
防
災

度
が
１
８
０
℃
ま
で
上
昇
す
る
。
毎
日
の
朝
礼
で

ラ
ジ
オ
体
操
を
し
て
い
る
間
に
い
つ
の
間
に
か

温
ま
っ
て
い
る
」
と
安
井
執
行
役
員
は
近
赤
外

線
を
用
い
た
自
社
製
品
に
自
信
を
見
せ
る
。

　

以
前
は
、
金
属
プ
レ
ス
部
品
の
洗
浄
に
フ
ロ
ン

ガ
ス
が
用
い
ら
れ
る
こ
と
も
あ
っ
た
が
、
環
境
へ
の

影
響
が
大
き
い
こ
と
か
ら
、
環
境
に
も
優
し
い

近
赤
外
線
を
用
い
た
乾
燥
装
置
を
主
力
に
事
業

を
伸
ば
し
て
い
る
。
外
か
ら
温
め
る
の
で
は
な
く
、

内
面
か
ら
急
速
加
熱
す
る
こ
と
で
す
ば
や
く
乾
燥

さ
せ
る
の
で
、
省
エ
ネ
に
も
つ
な
が
る
。
独
自
の

乾
燥
工
法
の
確
立
で
、
市
場
拡
大
を
図
っ
て
い
る
。

今後の
展望

農
業
分
野
に
進
出
、

事
業
拡
大
へ

　

今
後
は
自
動
車
・
家
電
メ
ー
カ
ー
の
ほ
か
、
他

分
野
へ
の
市
場
拡
大
を
目
指
す
。
合
理
的
に
暖
気
や

温
水
を
作
り
出
す
こ
と
が
で
き
る
「
近
赤
外
線
照
射

式
流
体
加
熱
技
術
」
は
同
社
の
独
自
技
術
の
１
つ
。

熱
交
換
器
用
フ
ィ
ン
チ
ュ
ー
ブ
な
ど
の
熱
媒
体
に

近
赤
外
線
波
を
照
射
し
、
温
度
制
御
。
空
気
や
水
を

熱
交
換
す
る
こ
と
で
、
暖
気
や
温
水
を
作
り
出
す
。

　

同
社
は
顧
客
の
要
望
に
応
じ
た
カ
ス
タ
マ
イ
ズ

設
計
を
行
う
。
大
手
メ
ー
カ
ー
の
持
つ
い
ち
ご

農
園
に
も
導
入
実
績
が
あ
り
、
暖
房
機
能
に
よ
り

ビ
ニ
ー
ル
ハ
ウ
ス
内
の
室
温
を
一
定
に
保
つ
こ
と
を

実
現
し
た
。
い
つ
で
も
新
鮮
な
い
ち
ご
を
収
穫

で
き
る
環
境
の
整
備
に
寄
与
し
て
い
る
。

研
究
所
の
実
証
実
験
に
基
づ
く
、
＂漂
流
物
回
避＂

を
目
的
と
し
た
柱
の
配
置
を
特
徴
と
し
て
お
り
、
津
波

の
襲
来
・
引
き
波
方
向
に
複
数
の
柱
の
う
ち
１
本
を

前
面
設
置
し
、
そ
の
前
に
緩
衝
杭
を
設
け
る
二
重
防

御
で
津
波
漂
流
物
の
衝
撃
を
軽
減
す
る
。
平
成
16
年

に
日
本
で
初
め
て
設
置
後
、
東
日
本
大
震
災
で
自
治

体
や
市
民
の
意
識
が
高
ま
り
、
設
置
数
は
全
国
に
46

基
（
平
成
29
年
11
月
時
点
）
に
の
ぼ
る
。

　

ま
た
河
川
洪
水
対
策
用
「
ワ
イ
ヤ
ー
ゲ
ー
ト
」、

火
山
な
ど
の
噴
石
対
策
用
「
火
山
シ
ェ
ル
タ
ー
」、
有

事
の
際
の
ミ
サ
イ
ル
落
下
対
策
用
「
ミ
サ
イ
ル
破
片
対

策
簡
易
シ
ェ
ル
タ
ー
」
も
製
品
化
し
た
。

今後の
展望

人
工
雨
雲
発
生
装
置
な
ど

産
官
学
で
実
現

　

水
処
理
事
業
で
は
よ
り
省
エ
ネ
化
を
図
り
、
防
災

事
業
で
は
各
自
然
災
害
に
対
し
「
命
を
守
る
」
を

最
優
先
に
製
品
を
開
発
、
改
良
し
て
い
く
。

　

干
ば
つ
な
ど
の
気
象
災
害
の
軽
減
を
目
指
し
、
古
来

の
山
上
で
薪
を
燃
や
し
雲
を
発
生
す
る
雨
乞
い
の

儀
式
を
現
在
の
知
恵
と
技
術
で
や
っ
て
み
よ
う
と

「
人
工
雨
雲
発
生
装
置
」
を
考
案
。
降
雨
実
験
を
実
施

し
た
り
、
火
山
の
水
蒸
気
・
マ
グ
マ
噴
火
な
ど
の
軽
減

対
策
を
し
た
り
す
る
な
ど
産
学
連
携
で
実
現
を
目
指

し
て
い
る
。
ま
た
、
大
阪
市
消
防
局
の
制
作
協
力
で

開
発
し
た
水
災
害
体
験
装
置
は
、
集
中
豪
雨
や
河
川

の
氾
濫
に
よ
る
水
害
の
怖
さ
を
安
全
に
体
験
し
て

も
ら
い
災
害
防
止
の
啓
発
に
役
立
っ
て
い
る
。

株式会社 福島製作所
近
赤
外
線
波
を
活
用
し
た
省
エ
ネ
で

環
境
に
や
さ
し
い
乾
燥
装
置

＂ナ
ニ
ワ
の
発
明
家＂「
命
を
守
る
」を

テ
ー
マ
に
水
処
理
・
防
災
製
品
を
開
発

http://www.fukushima.ebsinc.jp/http://www.fj-i.co.jp/

◦住　所	 〒570-0006	
	 守口市
　　　　　八雲西町2-10-15
　　　　　ヨドガワエステートビル2-1
◦ＴＥＬ	 06-6991-9897
◦ＦＡＸ	 06-6991-9897
◦創　業	 平成15年4月
◦設　立	 平成16年6月
◦資本金	 1,000万円
◦従業員	 3名

◦住　所	 〒550-0024
	 大阪市西区
　　　　　境川1-4-5
◦ＴＥＬ	 06-6586-3388
◦ＦＡＸ	 06-6586-1177
◦創　業	 昭和55年4月
◦設　立	 昭和55年7月
◦資本金	 3,000万円
◦従業員	 41名

主な事業内容
近赤外線照射式加熱・乾燥
装置の製造販売

主な取引先（納入先）
自動車部品メーカー、総合
家電メーカー、エアコン製造
会社、農機具メーカー

主な事業内容
上下水道の水処理設備および
防災製品の設計、製造、販売

主な取引先（納入先）
地方公共団体、日本下水道
事業団、プラントメーカー、
コンサルタント

大切な電気を熱に変えて生産に使用していただく設備であるから
こそ、効率良く目的を果たすことが必須です。加熱の先にある
お客様の要望に真摯（しんし）に向き合い、常に最高品質・性能を
追求することで、満足されるものよりも、感動されるものを作らな
ければならないと考えます。

発明で世の中をよくしたいという思いで、昭和５５年に３７歳で「フジ
ワラ産業」を創業しました。出身地の岡山県備前市は陽明学者で
日本初の環境学者と言われる熊沢蕃山（ばんざん）が治山治水の実践
に取り組んだ地。自身も何か人のために役立ちたいと思い、「命を
守る」をテーマに災害対策や水環境の課題に取り組んでいきます。

代表取締役	中薗 浩
ひ ろ あ き

侑さん代表取締役社長	藤原 充弘さん

当 歴の社 史当 歴の社 史

フジワラ産業 株式会社

8283

機
械
・
装
置

機
械
・
装
置

株
式
会
社
福
島
製
作
所 

守
口
市

近
赤
外
線
波
を
用
い
た
乾
燥
装
置
を
手
が
け
る

フ
ジ
ワ
ラ
産
業
株
式
会
社 

大
阪
市
西
区

人
に
も
地
球
に
も
や
さ
し
く
。安
心
、安
全
で
水
の
命
を
守
る


